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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 5,053 5.4 60 60.1 135 13.5 91 11.3

2025年３月期第３四半期 4,794 △12.5 37 △55.1 119 △16.1 81 △14.9

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 40.59 －

2025年３月期第３四半期 36.48 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第３四半期 5,357 3,207 59.9 1,430.61

2025年３月期 4,997 3,086 61.8 1,376.66

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 3,207百万円 2025年３月期 3,086百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 32.50 32.50

2026年３月期 － 0.00 －

2026年３月期（予想） 32.50 32.50

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,800 7.8 78 76.4 150 5.9 103 19.5 45.94

１．2026年３月期第３四半期の業績（2025年３月21日～2025年12月20日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の業績予想（2025年３月21日～2026年３月20日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 2,340,000株 2025年３月期 2,340,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 97,858株 2025年３月期 97,858株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 2,242,142株 2025年３月期３Ｑ 2,242,142株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関する定性的情報（3）業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………………………… 3

２．四半期財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期貸借対照表 ………………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期損益計算書 ………………………………………………………………………………………………… 6

第３四半期累計期間 ……………………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記） …………………………………………………………… 7

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 7

（収益認識関係） …………………………………………………………………………………………………… 7

○添付資料の目次

- 1 -

㈱植松商会（9914）2026年３月期　第３四半期決算短信[日本基準]（非連結）



商 品 分 類 売 上 高 前 年 同 期 比 増 減 率

機 械

工 具

産 機

伝 導 機 器

そ の 他

295百万円

1,117百万円

2,653百万円

513百万円

473百万円

△8.9％

4.6％

9.6％

△5.4％

8.3％

合 計 5,053百万円 5.4％

１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間（2025年３月21日～2025年12月20日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背

景に景気は緩やかな回復基調となりました。その一方で、物価高、人手不足及び日々変化する国際情勢等の複合的

な要因により、依然として景気の先行きは不透明な状況が継続しております。

　当社の属する機械工具業界におきましては、ＡＩ需要の拡大を受けて半導体や電気機械関連の生産が好調に推移

しましたが、一方で自動車関連における設備投資需要は低調に推移しており、本格的な需要回復にはまだ時間を要

するものと予想されます。

　このような状況のもと、当社は、「中期経営計画　モノづくりにおける持続的成長発展を支える（2023年３月期

～2026年３月期）」の最終年度として、目指すべく「社員の働き甲斐を追求し、高い収益性を保ち、顧客と社会に

貢献する。より良いモノづくりの伴走者」の重点施策である収益力の向上、企業価値の向上、人材育成の各取り組

みに努めるとともに、機械工具の総合商社としての特長を生かし、ユーザーのモノづくりに寄与する新商品や技術

提案などにより、受注・売上の拡大に取り組んでまいりました。

　当第３四半期累計期間の売上高は、設備投資に関連する「機械」が低調に推移しましたが、「産機」、「工具」

が増加傾向となったことで増収となりました。

　損益面については、物価高によるエネルギー、物流等のコスト上昇と人件費の増加もありましたものの、広告宣

伝費や手数料等の削減に努め販売費及び一般管理費は昨年と同程度に抑えることが出来ました。この結果、売上高

は5,053百万円（前年同期比5.4％増）となりました。増収効果により、営業利益60百万円（前年同期比60.1％

増）、経常利益135百万円（前年同期比13.5％増）、四半期純利益91百万円（前年同期比11.3％増）となりまし

た。

　取扱商品別売上高の内訳は、下記のとおりです。

　なお、セグメントについては、当社は機械、工具及び産業機械・器具等の販売事業の単一セグメントであるた

め、記載しておりません。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は、以下のとおりです。

（資産）

　資産合計は、5,357百万円となり前事業年度末に比べ、359百万円増加しました。この主な要因は、流動資産にお

いて、電子記録債権139百万円、有価証券504百万円、商品60百万円等の増加により流動資産合計は701百万円の増

加となりました。有形固定資産については、減価償却による７百万円の減少となりました。投資その他の資産につ

いては、投資有価証券の償還予定日が１年以内となった投資信託501百万円の流動資産への振り替えがあり335百万

円の減少となり、固定資産合計は341百万円の減少となりました。
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（負債）

　負債合計は、2,149百万円となり前事業年度末に比べ、238百万円増加しました。この主な要因は、流動負債にお

いて、賞与引当金16百万円、役員賞与引当金13百万円等の減少がありましたが、一方で、支払手形及び買掛金224

百万円、電子記録債務８百万円等の増加要因により、流動負債合計は200百万円の増加となりました。固定負債に

おいては、役員退職慰労引当金11百万円の減少と繰延税金負債53百万円の増加により、固定負債合計は37百万円の

増加となりました。

（純資産）

　純資産合計は、3,207百万円となり前事業年度末に比べ、120百万円増加しました。この主な要因は、四半期純利

益91百万円と配当金の支払い72百万円により利益剰余金は18百万円の増加となりました。また、その他有価証券評

価差額金は102百万円の増加となりました。

　なお、当第３四半期会計期間末における自己資本比率は59.9％となり、前事業年度末に比べ1.9ポイント低下し

ております。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年3月期通期の業績予想につきましては、2025年４月24日付の「2025年３月期　決算短信」で公表いたしま

した業績予想から変更はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2025年３月20日)

当第３四半期会計期間
(2025年12月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 599,218 594,975

受取手形及び売掛金 1,493,268 1,503,153

電子記録債権 668,092 807,566

有価証券 － 504,315

商品 301,214 361,306

その他 14,938 7,099

貸倒引当金 △80 △120

流動資産合計 3,076,652 3,778,296

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 57,603 54,625

土地 123,211 123,211

その他（純額） 35,156 30,877

有形固定資産合計 215,971 208,714

無形固定資産 18,874 19,814

投資その他の資産

投資有価証券 1,555,681 1,221,080

その他 139,117 138,126

貸倒引当金 △9,029 △8,937

投資その他の資産合計 1,685,770 1,350,270

固定資産合計 1,920,616 1,578,799

資産合計 4,997,268 5,357,096

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 755,336 979,938

電子記録債務 719,953 728,593

未払法人税等 20,000 13,049

賞与引当金 19,400 3,400

役員賞与引当金 23,300 10,125

その他 102,255 106,068

流動負債合計 1,640,245 1,841,174

固定負債

退職給付引当金 26,388 28,792

役員退職慰労引当金 82,900 71,800

繰延税金負債 114,919 168,828

その他 46,146 38,871

固定負債合計 270,354 308,292

負債合計 1,910,599 2,149,467

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2025年３月20日)

当第３四半期会計期間
(2025年12月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,017,550 1,017,550

資本剰余金 1,174,798 1,174,798

利益剰余金 679,509 697,653

自己株式 △83,278 △83,278

株主資本合計 2,788,578 2,806,723

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 298,089 400,905

評価・換算差額等合計 298,089 400,905

純資産合計 3,086,668 3,207,628

負債純資産合計 4,997,268 5,357,096
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　2024年３月21日
　至　2024年12月20日)

当第３四半期累計期間
(自　2025年３月21日

　至　2025年12月20日)

売上高 4,794,668 5,053,657

売上原価 4,099,595 4,335,638

売上総利益 695,073 718,019

販売費及び一般管理費 657,158 657,319

営業利益 37,915 60,699

営業外収益

受取配当金 43,024 43,473

仕入割引 32,680 30,830

その他 8,576 3,689

営業外収益合計 84,281 77,994

営業外費用

支払利息 1,501 1,250

為替差損 247 251

不動産賃貸費用 1,220 1,204

雑損失 13 668

その他 130 137

営業外費用合計 3,114 3,512

経常利益 119,082 135,180

特別利益

投資有価証券売却益 6,121 2,951

特別利益合計 6,121 2,951

特別損失

投資有価証券売却損 4,767 －

特別損失合計 4,767 －

税引前四半期純利益 120,436 138,132

法人税、住民税及び事業税 37,213 40,181

法人税等調整額 1,433 6,936

法人税等合計 38,647 47,118

四半期純利益 81,788 91,013

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期累計期間
（自  2024年３月21日

至  2024年12月20日）

当第３四半期累計期間
（自  2025年３月21日

至  2025年12月20日）

減価償却費 13,711千円 13,637千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

  前第３四半期累計期間（自　2024年３月21日　至　2024年12月20日）及び当第３四半期累計期間（自　2025年

３月21日　至　2025年12月20日）

  　当社は、機械、工具及び産業機械・器具等の販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

（単位：千円）

区分 機械 工具 産機 伝導機器 その他 合計

売上高

    顧客との契約から生じ  

る収益

323,707 1,068,184 2,422,145 543,191 437,441 4,794,668

外部顧客への売上高 323,707 1,068,184 2,422,145 543,191 437,441 4,794,668

（単位：千円）

区分 機械 工具 産機 伝導機器 その他 合計

売上高

    顧客との契約から生じ  

る収益

295,024 1,117,021 2,653,994 513,965 473,653 5,053,657

外部顧客への売上高 295,024 1,117,021 2,653,994 513,965 473,653 5,053,657

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は以下のとおりであります。

前第３四半期累計期間（自　2024年３月21日　至　2024年12月20日）

当第３四半期累計期間（自　2025年３月21日　至　2025年12月20日）
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